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利用者さん達の細やかな作業で
夏の訪れを感じています

七夕飾りを作り、願い事を書きました！
みんなの願いが叶いますように…

毎年デイサービスセンターの庭で
咲いたバラのお風呂で、癒されています
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就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

長
渕
　
英
治

　

こ
の
度
、
南
木
曽
町
社
会
福
祉
協

議
会
の
会
長
に
就
任
し
ま
し
た
長
渕

英
治
と
申
し
ま
す
。

　

令
和
三
年
四
月
か
ら
事
務
局
で
二

年
余
り
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す

が
、
社
協
の
み
な
ら
ず
福
祉
事
業
の

経
験
も
浅
く
、
こ
の
よ
う
な
大
役
が

務
ま
る
の
か
大
変
不
安
な
気
持
ち
を

抱
え
て
い
る
の
が
正
直
な
と
こ
ろ
で

す
が
、
勉
強
し
な
が
ら
一
生
懸
命
努

め
て
い
く
所
存
で
す
の
で
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

令
和
四
年
度
の
決
算
で
は
、
赤
字

幅
が
前
年
度
よ
り
拡
大
し
て
お
り
、

原
因
は
、
一
時
的
な
コ
ロ
ナ
禍
も
あ

り
ま
す
が
、
高
齢
者
人
口
の
減
少
と

い
っ
た
長
期
的
、
構
造
的
な
要
因
も

考
え
ら
れ
、
厳
し
い
経
営
環
境
の
中

で
、
長
期
的
な
視
点
を
も
っ
て
多
岐

に
わ
た
る
福
祉
事
業
を
推
し
進
め
な

が
ら
財
務
の
健
全
化
も
図
っ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
厳
し
い

状
況
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
福
祉
の

職
場
で
働
く
方
の
確
保
も
厳
し
く

な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
も
感
じ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　

社
協
の
役
割
は
、
住
民
の
皆
さ
ん

が
住
み
慣
れ
た
場
所
で
、
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
よ
う
、
人
に
や
さ
し
い
社

会
づ
く
り
を
目
指
し
て
様
々
な
福
祉

事
業
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
担
い
手
は
、

職
員
だ
け
で
な
く
、
幅
広
い
皆
様
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
お
願
い
す
る

部
分
も
大
き
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

引
き
続
き
こ
う
し
た
役
割
を
ご
理
解

い
た
だ
き
ま
し
て
住
民
の
皆
様
の
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　

町
の
社
協
と
し
ま
し
て
も
、
職

員
一
丸
と
な
っ
て
、「
利
用
し
や
す

い
」、「
相
談
し
や
す
い
」、「
信
頼
の

お
け
る
」
社
協
と
な
る
よ
う
事
業
に

取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
の
で
、
皆
様

の
ご
支
援
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

退
任
の
ご
あ
い
さ
つ

退
任
の
ご
あ
い
さ
つ

古
川
　
光
弘

こ
の
度
、
六
月
二
十
一
日
を
も
ち

ま
し
て
南
木
曽
町
社
会
福
祉
協
議
会

会
長
の
職
を
退
任
い
た
し
ま
し
た
。

令
和
三
年
六
月
か
ら
会
長
と
し
て
二

年
間
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
間
、
町
民
の
皆
様
の
ご
指
導
ご

協
力
を
は
じ
め
、
役
職
員
、
関
係
団

体
の
お
力
添
え
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

厚
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

南
木
曽
町
社
会
福
祉
協
議
会
は

「
地
域
の
支
え
あ
い
、
ふ
れ
あ
い
活

動
を
高
め
、
地
域
福
祉
の
向
上
に
取

り
組
む
」
を
目
標
と
し
て
、
町
民
の

皆
様
か
ら
会
費
な
ど
の
ご
協
力
を
い

た
だ
き
様
々
な
福
祉
事
業
を
展
開
し

て
い
ま
す
。

在
任
中
の
二
年
間
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
大
き
く

事
業
の
遂
行
に
支
障
を
き
た
し
ま
し

た
。
事
業
所
の
休
業
、
行
事
や
会
議

の
中
止
な
ど
決
断
せ
ざ
る
を
得
な
い

場
面
も
出
て
き
ま
し
た
。
幸
い
に
し

て
利
用
者
様
の
ご
理
解
ご
協
力
な
ら

び
に
職
員
の
対
応
に
よ
り
社
協
事
業

所
で
の
感
染
拡
大
は
な
く
、
ほ
っ
と

胸
を
な
で
お
ろ
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

町
民
に
愛
さ
れ
る
南
木
曽
町
社
会

福
祉
協
議
会
と
し
て
、
職
員
一
同
頑

張
っ
て
い
ま
す
。
後
任
の
長
渕
英
治

会
長
の
も
と
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
、
障

が
い
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、
各
種
地
域

福
祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど
町
民
の
皆
様
が

安
心
し
て
利
用
し
や
す
い
事
業
展
開

が
な
さ
れ
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

引
き
続
き
の
町
民
の
皆
様
の
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

末
筆
な
が
ら
町
民
の
皆
様
の
ご
健

康
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
、

退
任
の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
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令和５年度　南木曽町社会福祉協議会事業計画令和５年度　南木曽町社会福祉協議会事業計画

【基本理念】

　私たちは地域で支え合う明るい福祉のまちづくりに貢献します。
　私たちは地域のニーズに応える健全な福祉サービス事業を推進します。
　私たちは笑顔と向上心をもって地域課題、組織づくりに取り組みます。

【令和５年度目標】 

　地域の支え合い、ふれあい活動を高め、地域福祉の向上に取り組みます。

【令和５年度運営方針（抜粋）】

１　法人運営
○制度改革に対応した、理事会、評議員会の運営　　○会費収納事務
○民生児童委員、人権擁護委員、保護司との連携強化と相互活動支援
○社会福祉法人会計基準に準拠した会計処理

２　地域福祉活動の推進
○地域支え合い事業の実施（担い手育成、協力者組織化）　　
○紙おむつ購入経費助成事業の実施
○地域ふれあいサロン事業への支援、助成　　
○寝たきり老人等の福祉移送サービス事業の実施
○一人暮らし老人等に対する給食サービスと安否確認事業の実施
○障がい者の外出活動への支援　　○地区敬老会経費助成事業の実施　

３　介護保険事業の推進
○コンプライアンス（法令遵守）のための業務管理体制の整備
○居宅介護支援事業の運営　　介護サービス計画作成、相談及び支援
○通所介護デイサービスセンターの運営　　　定員４０名
○介護予防・日常生活総合事業の運営　　　　定員　５名
○地域密着型通所介護宅老所喜楽庵の運営　　定員１０名　　　　
○訪問介護ホームヘルパーステーションの運営　　
○苦情解決に関する第三者委員会の開催
○次期介護保険計画策定に向けた取り組み・認定調査事業の受託
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４　在宅福祉サ－ビスの推進
○認知症総合支援事業の実施（認知症カフェの開催、サポーター養成講座の開始、

講演会の開催）
○家庭介護教室 ( 家族介護指導 ) の開催　　
○在宅介護者の集い（介護者リフレッシュ）の開催

５　福祉教育・ボランティア活動及び青少年健全育成の推進
○児童・生徒の福祉体験学習の推進　　○地域ボランティアの育成、研修会の実施
○ボランティア活動のネットワークづくり、交流の促進　　
○ボランティア送迎事業の実施
○ボランティアセンター機能の充実　　○青少年健全育成運動の推進、活動支援
○家族ふれあい料理教室等の開催　　　○災害ボランティア養成研事業の実施

６　障がい者福祉事業の推進
○就労継続支援Ｂ型ひだまり工房の運営　定員１５名
○障がい者訪問介護、重度訪問介護、生活支援事業（ホームヘルパー）の実施
○障がい者相談支援特定事業所の運営　　
○障がい者・家族等の交流事業（希望の旅）の実施

７　相談事業の推進
○日常生活自立相談事業の実施（福祉に関する困りごと等の相談）
○成年後見人制度に関する事業の実施
　　　（法人成年後見事業の実施　成年後見に関する相談支援）
○相談支援事業（認知症・心配ごと相談・弁護士無料相談）の実施

８　情報発信、交流事業の推進
○社協報なぎその発行　　　　　○ひだまり工房のひだまり通信の発行
○南木曽町社会福祉大会の開催　（令和５年１１月１９日予定）
○ホームページによる情報発信

９　住民の生活向上、支援事業の推進
○権利擁護活動の推進　　○民生金庫貸付事業の実施　　○生活改善推進要項の啓発推進
○日常的金銭管理サービス事業の実施
○生活福祉資金等の貸付事業への対応　　○苦情に関する第三者委員会の適正な運営

１０　共同募金運動の推進
○町募金委員会活動の事業推進　　○募金運動の向上に向けた取り組みの展開
○募金活用状況に関する積極的なＰＲ活動

１１　その他の活動　　　　　　
○地域福祉に関する調査、研究　
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南木曽町社会福祉協議会役員名簿・報酬等南木曽町社会福祉協議会役員名簿・報酬等
※理事：8名～ 11名 （任期：令和 7 年度第 1 回評議員会まで） （役員・評議員等報酬　　令和 5 年 4 月 1 日現在）

役 職 名 氏 名 団　 体　・　 役　 員　 等 会長・理事・監事・評議員の報酬
会 　 長 長渕　英治 学識経験者

会　長
月額　80,000 円
・交通費、夜間休日の
   会議及び行事含む
・賞与なし

副 会 長 松原　徳則 民生児童委員協議会長
理 　 事 白金　正明 三留野地域振興協議会長

〃 林　　　 勇 田立地域振興協議会代表
〃 中島　豊子 なぎそ・おたすけ隊代表

理事・監事
会議に出席した場合
・1 回 4,000 円
・交通費含む

〃 古田　正一 ＮＰＯ法人なぎそ福祉会代表
〃 矢澤　和重 身体障がい者福祉協会代表
〃 奥野　惠子 地域福祉活動団体代表

評議員
会議に出席した場合
・1 回 4,000 円
・交通費含む

〃 小幡　征海 老人クラブ代表
〃 岡本　智治 公民館長
〃 勝 野  　 実 副町長

       
※監事：2名 （任期：～令和 7 年度第 1 回評議員会まで）

役 職 名 氏 名 団 体・ 役 員 等
監　　 事 樋 口　 信 雄 学 識 経 験 者
監　　 事 木 村　 和 恵 学 識 経 験 者

          
※評議員：15名～ 24名 （任期：～令和 7 年度第 1 回評議員会まで）　

氏　　　 名 団 体 ・ 役 員 等 氏　　　 名 団 体 ・ 役 員 等
早 川　 親 利 町議会代表 角 野 千 津 子 民生児童委員
向 井　 庄 司 南木曽町教育長 伊 藤　 則 雄 民生児童委員
伊 藤　 民 男 南木曽商工会長 中 原 津 々 子 手をつなぐ育成会会長
古 澤　 元 彦 与川地域づくり協議会代表 鈴 木　 崇 代 母子寡婦福祉会会長
谷 口　　 洋 北部地域振興協議会長 末 松　 正 文 木曽あすなろ荘管理者
新 田　 昌 宏 妻籠地域振興協議会長 田 口　 義 廣 老人クラブ代表
神 原　 克 也 蘭地域振興協議会長 飯 嶋　 英 雄 地域ボランティア活動グループ代表
志 水　 保 仁 広瀬地域振興協議会長 石 垣 よ し ゑ 地域ボランティア活動グループ代表
鈴 木　 文 子 保護司代表 高 橋 て る 子 利用者家族代表

      
※第三者委員 ※評議員選任・解任委員会

（任期：令和 4 年 4 月 1 日～令和 6 年 3 月 31 日） （任期：令和 3 年 2 月 20 日～令和 7 年 2 月 19 日）
氏 　 　 名 団 体・ 役 員 等 氏 　 　 名 団 体・ 役 員 等
新 井 利 恵 子 学識経験者 郷 原　 義 勝 保護司
坂 井　 秀 子 学識経験者 小 幡　 富 穂 人権擁護委員
石 垣 よ し ゑ 学識経験者 樋 口　 信 雄 社協監事
赤 坂 素 代 子 学識経験者 木 村　 和 恵 社協監事
松 原　 勝 彦 学識経験者 古 澤　　 学 社協職員

       
※心配ごと相談員 （任期：令和 5 年 7 月 1 日～令和 7 年 3 月 31 日）

氏 　 　 名 団体・役員等 氏 　 　 名 団体・役員等 氏 　 　 名 団体・役員等
村 瀬　 泰 信 民生児童委員  小幡　富穂 人権擁護委員 （村瀬　泰信） 保護司
伊 藤 ま つ み 民生児童委員  平林　輝雄 人権擁護委員 郷 原　 義 勝 保護司
青 島　 美 保 民生児童委員  宮川恵美子 人権擁護委員 古 川　 光 弘 保護司
近 藤　 綾 子 民生児童委員  勝野　　忠 行政相談委員 鈴 木　 文 子 保護司

久保尻千鶴美 保護司
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  令和 5 年度一般会計予算令和 5 年度一般会計予算　　　　（資金収支計算書の事業活動による収支）     
  
事業活動収入  （単位：千円） 

区　分 予算額 前年度 増減 
会費収入 2,020 1,880 140
経常経費補助金収入 16,305 16,632 △ 327
受託金収入 20,982 16,260 4,722
事業収入 1,337 1,337 0
介護保険収入 146,909 160,960 △ 14,051
就労支援事業収入 16,712 15,950 762
障害福祉サービス等事業収入 1,155 1,165 △ 10
その他 573 613 △ 40

合　計 205,993 214,797 △ 8,804
事業活動支出

区　分 予算額 前年度 増減 
法人運営事業  20,643  16,625 4,018
地域福祉推進事業  26,266  23,861 2,405
共同募金分配金事業  1,862  2,481 △ 619
訪問介護事業  21,414  23,191 △ 1,777
デイサービス事業  79,770  87,255 △ 7,485
宅老所事業  14,146  13,435 711
居宅介護支援事業  30,651  29,844 807
ひだまり工房等事業  23,081  21,718 1,363

合　計  217,833  218,410 △ 577

◎会費は次の事業の一部に使われます。
・地域福祉推進事業
　地域生活支え合い事業、企画広報事業、ボランティア活動事業、日常生活自立支援事業、法人成年後見事業、心配ごと相談事業、
　認知症総合事業等
・共同募金分配金事業
　いきいき地域福祉活動（サロン・敬老会）、紙おむつ助成、ふれあい料理教室、福祉大会等

 令和 4 年度一般会計決算 令和 4 年度一般会計決算 　　　 （事業活動計算書サービス活動増減の部）    

収入合計  204,269  （単位：千円） 
支出合計  228,151 
差引残高 △ 23,882（サービス活動増減差額）

サービス活動収益  （単位：千円） 
区　分 決算額 前年度 増減 

会費収益 1,953 2,008 △ 55
寄付金収益 336 262 74
経常経費補助金収益 15,483 13,686 1,797
受託金収益 19,820 16,992 2,828
事業収益 742 1,058 △ 316
介護保険事業収益 148,622 164,657 △ 16,035
就労支援事業収益 16,098 16,284 △ 186
障害福祉サービス等事業収益 1,215 1,117 98

合　計 204,269 216,064 △ 11,795
サービス活動費用

区　分 決算額 前年度 増減 
人件費 175,851 170,989 4,862
事業費 33,342 33,458 △ 116
事務費 6,531 7,046 △ 515
就労支援事業費用 3,479 3,345 134
利用者負担軽減額 88 131 △ 43
助成金費用 1,064 1,107 △ 43
負担金費用 0 1,200 △ 1,200
基金組入額 4,683 5,323 △ 640
減価償却費 3,279 2,536 743
国庫補助金等特別積立金取崩額 △ 166 △ 194 28

合　計 228,151 224,941 3,210
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社協会費ご協力のお願い社協会費ご協力のお願い
　
　町内の世帯・団体等の皆様に協力会員となっていただくことで、会費が社協の取り
組む社会福祉事業、地域福祉の推進のための貴重な基本財源となっています。
　皆様からいただいた会費は、地域の皆様が参加し、ともに支え合う福祉のまちづく
りを実現するための諸事業に活用させていただきます。
　今後とも社協会費へのご理解ご協力をお願いいたします。
　また、一般会費のとりまとめにあたっては、毎年、各区長さんをはじめ役員の皆様
に大変お世話になり、感謝申し上げます。

○令和４年度会費収入状況
区　　　　　　　分 件　　数 金　　　　額

一般会費（世帯・1 口 1,000 円） １, ４０７件 １, ４０７, ０００円
賛助会費（個人・1 口 2,000 円以上） ３５件 １０６, ０００円
特別会費（団体等・1 口 5,000 円以上） ７７件 ４４０, ０００円

合　　　　　計 １, ９５３, ０００円

　令和４年度の会費収入は、次のように活用させていただきました。

○令和４年度会費充当事業
区　　　　分 金　　　　額 備　　考

社協広報発行事業 ４７８, ０００円
ボランティアセンター活動 １５５, ０００円
心配ごと相談事業 ４, ０００円
地域支え合い事業 １２０, ０００円
日常生活自立支援事業 ８８, ０００円
認知症総合支援事業 ９０, ０００円
ふれあい福祉まつり ４９６, ０００円
いきいき地域福祉支援 ３３２, ０００円 サロン・敬老会
紙おむつ購入経費助成事業 １９０, ０００円

合　　　　計 １, ９５３, ０００円
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令和４年度　特別会員令和４年度　特別会員　　　　　　敬称略・順不同　　　　　　敬称略・順不同

川阪建築 澤田屋 大宗土建（株） 志水木材産業（株）
行政書士　山崎隆二 三石　悦雄 木下建設（株）

 南木曽営業所
世紀東急工業（株）

木曽営業所シンエー電気 音吉
（株）二三石油 （有）土生都組 木曽自動車販売（株） 南木曽商工会
（有）南木曽生コン工場 堀　進・みはる （有）中島工業 あぶらや
小倉建築設計事務所 （株）岡庭緑化 遠山菓子店 （株）南木曽観光タクシー

（株）小島塗装工業所 （有）イマル自動車 松原写真館 （有）青木石油店
小幡コンクリート工業（株） 永友電設 栄光自動車鈑金 （有）丸信工機
永井建築 （有）源次商店 林　茂 伊藤　民男
八十二銀行　南木曽支店 垂見木材店 （株）勝野木材 （株）ヤマカ木材
南木曽発条（株） 中島石油店 松田保険事務所 三殿陸送（有）
堀　泰博 （有）松瀬組 （有）松瀬工務店 嵯峨　巨志
山下屋商店 フラワーショップ

　まつした
三留野土建（株） （有）アサイ

（株）松山建材 中島商店 （株）ミヤテック
古澤　学 古川　光弘 （株）名工土木 西尾板金
タザワ電機南木曽支店 等覚寺 木曽農協南部支所 木曽五木工芸社

（有）蘭工業 床浪観光開発（株） 医療法人　篠崎医院 桧笠の家
磯村　正義 マツシタ電機 木曽林材工芸（株） 好日珈琲（株）
今井　啓文 （株）麦島建設 原　修己 田口自動車鈑金塗装

メディアック（株） みはらや　三原　進 （有）ミツイシ

令和４年度　賛助会員　令和４年度　賛助会員　　　　　　敬称略・順不同　　　　　敬称略・順不同

原ベーカリー 藤原木工所 大宮　直人 タイヤポートアオシマ
三浦　良道 行政書士　北原泰雄 郷原　義勝 藤原　宗三

（有）ヤマイチ小椋
      　　ロクロ工芸所

いさばや 伊藤　美幸 南木曽町
   手をつなぐ育成会志水　洋一 鈴木　崇代

松瀬　義一 今井　豊 南木曽町
  身体障害者福祉協会

茶房　ゑびや
（有）藤乙 鈴木　文子 青木百貨店　青木　隆之
中野　政幸 黒木五平餅店 久保尻　千鶴美 民生児童委員協議会
松代屋　代田　弘輔 林　利光 （有）丸正金沢屋商店 桂アルミ産業
丸田屋 おんたけ交通（株） 南木曽町森林組合 蔦屋製菓舗
ヤママン商店 田上民芸
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赤い羽根共同募金運動報告赤い羽根共同募金運動報告
1　募金活動
　町共同募金会（事務局：南木曽町社会福祉協議会内）により実施された令和４年度
の募金は、目標額を１５０万円とし、区長さんはじめ町内の多くの皆さまのご理解と
ご協力を得て取り組むことができました。
　ありがとうございました。

○令和４年度募金実績
区　　　　　　　分 件　　数 金　　　　額

戸別募金 ６０地区 ９６１, ９０２円
法人募金 ５２件 ２６０, ８９０円
その他募金 ４件 １２, ０６８円

募　　金　　総　　額 １, ２３４, ８６０円

２　配分金活用事業
　共同募金配分金は、地域福祉のための事業の財源として活用されています。
　（募金実績額の約８割が翌年度に長野県共同募金から町社協へ配分金として交付さ
れます。）
　令和４年度の配分金額は１, ０１９, ０００円で、社協が取り組む次の事業にあてさ
せていただきました。

○令和４年度配分金充当事業
区　　　　分 事　業　費 配　分　金 備　　考

ふれあい福祉まつり 1,181,695 円 299,000 円
いきいき地域福祉支援事業 603,819 円 460,000 円 サロン・敬老会

紙おむつ経費助成 411,977 円 100,000 円
ふれあい料理教室 37,602 円 60,000 円
地域づくり支援事業 64,871 円 100,000 円

合　　　計 2,299,964 円 1,019,000 円
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第２３回　木曽ブロックボランティア地域フォーラム　
　3 月 13 日（月）、木曽郡の住民ボランティア・地域で活動をされて
いる方々が、出会い、繋がる、学びの場として、３年ぶりに木曽町文
化交流センターにて対面で、南木曽会館にてオンラインでの講演会を
開催しました。
　もっとひょうご　栗木　剛氏をお迎えし「楽しくイキイキ暮らす
ヒント探し　　　」と題し関西弁の饒舌なトークで笑いあり脳トレの
レクリエーションありとあっという間の 90 分でした。
参加された方の感想
・出掛けておしゃべりすることは大事で、周りの方をお誘いして趣昧

やサロンや運動教室にぜひ出掛けたい。
・隣近所のつながりや互いに支え合っていくことの大切さがわかった。
・気持ちが前向きになった。
・久しぶりの集まりに席の周りの方とも楽しく交流できました。

親子料理教室　開催しました
　３月１１日 ( 土 )、コロナ感染予防対策をとりながら、３年ぶりに南木曽会館ホールにて親子料理教
室を開催しました。なつやけ工房Ｍｕｔｓｕ ｍｕｔｓｕさんにパン生地を使用したドーナツ作りを教
えていただき、個性豊かなオリジナルドーナツが次々と完成！たくさんの親子の笑顔が見られました。

認知症サポーター養成講座
　５月２９日（月）アサイ従業員の皆さんを対象に、認知症サポーター養成講座を開催しました。
　「認知症を正しく理解する」「認知症サポーターについて知る」「認知症の方への適切な対応方法」を
学んでいただきました。受講して仕事や身内の支援に生かしたい、地域でも協力して対応していきたい、
など感想をいただきました。受講されたみなさんには
サポーターの証としてオレンジリング、ピンバッチを
お渡ししました。地域にやさしいお店に認定　

認知症サポーターとは…
認知症について正しく理解し偏見をもたず認知症や家
族に対して温かく見守る応援者です。応援者が増え安
心して暮らせる町をみんなで作っていく事を目指して
います。

揚げ加減も　トッピングも絶妙！
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付
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松
田
俊
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品
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ル
富
貴
の
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松
川
利
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清
水
満
智
子

　

日
室
兼
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原
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光

　

妻
籠
健
康
マ
ラ
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ン
実
行
委
員
会

　

南
木
曽
お
さ
が
り
会　
　

　

林
節
男　
　

下
山
嘉
美　
　

　

南
木
曽
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

前
号
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載
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の
お
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と
訂
正

前
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３
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し
た
第
89
号
２
ペ
ー
ジ
～
６

ペ
ー
ジ
上
部
の
日
付
け
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
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詫
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誤
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➡
正
：
令
和
５
年
３
月
16
日

令和５年度
南木曽町社会福祉大会

開催日時
令和５年１１月１９日（日）

会　場
南木曽会館

※内容など詳細につきまして
　は、後日お知らせします。

　『困ったときはお互い様！地域の困り
ごとをお手伝いする住民同士の支え合い
活動』の担い手さんの研修会が８月２５
日から始まります。地域の困りごとをお
手伝いする活動にあなたの力を貸して
いただけませんか！
　詳しくは、担い手研修会のチラシを
ご覧になるか、社会福祉協議会事務局
までお問い合せください。

℡ ０５７３－７５－５５１６　
※※７５－５５１６

お知らせ
お知らせ

5 月 23 日（火）に新しい
訪問車の納車式を行いまし
た。安全運転で利用者様宅
を訪問させていただきます。

地域生活支え合い
担い手研修開催


